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溝
・
と
い
な
ど

の
点
検
を

　
六
月
十
一
日
は
入
梅
、
ま
も
な
く
本
格
的
な
雨
の
季
節

が
や
っ
て
来
ま
す
。
市
で
は
、
雨
期
を
前
に
防
災
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
。
的
確
な
対
策
活
動
を
す
る
た
め
、
市
内
の

災
害
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、

こ
れ
か
ら
は
気
象
情
報
に
十
分
注
意
す
る
と
共
に
、
浸
水

な
ど
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
、
溝
や
と
い

な
ど
を
点
検
し
雨
期
に
備
え
ま
し
よ
う
。

　
毎
年
、
雨
期
に
な
る
と
集
中
豪

雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど

の
被
害
が
、
全
国
的
に
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
市
内
で
は
、
七
月
の
集
中

豪
雨
で
、
民
家
裏
の
が
け
が
崩
れ

落
ち
て
、
家
族
が
避
難
し
た
り
、

側
溝
や
中
小
河
川
が
あ
ふ
れ
民
家

が
床
上
・
床
下
浸
水
し
た
り
、
路

肩
が
崩
れ
道
路
が
通
行
止
め
に
な

る
な
ど
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
雨
期
夕
前

1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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｜▲市内の宅地造成地や道路工事現場

など、集中豪雨の時に危険が予想

される個所を視察。（6月3日）

総
額
３
億
９
千
万
円
を
計
上
　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）

　
六
月
宇
治
市
議
会
定
例
公
一
は
、

六
月
十
二
日
に
開
会
。
六
月
二
十

九
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
る
予

定
で
す
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
六
十
二
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

案
か
ほ
じ
め
、
二
特
別
会
計
（
公

共
下
水
道
事
業
・
老
人
保
健
事

業
）
補
正
予
算
案
、
市
道
下
居
大

久
保
線
築
造
事
業
用
地
の
取
得
な

ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
毒
７
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
当

初
予
餅
後
に
発
生
し
た
事
業
に

伴
う
も
の
で
、
三
億
九
千
百
九

十
二
万
六
千
円
の
追
加
と
な
り
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
二
百
七
十

七
億
五
千
五
百
五
土
八
万
三
千
円

と
な
り
ま
す
。

　
　
一
方
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
の
補
正
予
算
額
は
、
事
業
認

・
可
の
努
更
な
ど
の
経
費
で
二
千
四

百
万
円
の
追
加
。
補
正
後
の
予
算

総
額
は
三
土
〈
億
七
千
八
百
二
十

一
万
七
千
円
と
な
り
ま
す
。

に
し
た
六
月
三
日
と
四
日
の
両
日
、

池
本
市
長
忽
賢
沁
府
な
ど
の
関

係
者
七
千
人
が
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

か
実
施
。
市
内
の
造
成
地
や
中
小

河
川
な
ど
集
中
豪
雨
が
あ
っ
た
場

合
に
防
災
上
危
険
と
思
わ
れ
る
十

四
ヵ
所
蔵
熱
心
に
視
察
し
ま
し

た
。
今
回
の
視
察
で
災
害
危
険
個

所
の
現
状
を
把
握
し
、
的
確
な
防

災
対
策
登
刄
存
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
激
し
い
降
雨
時

　
気
象
情
報
に
注
意
を

　
雨
期
に
付
き
も
の
な
の
が
、
大

雨
・
洪
水
な
ど
の
注
意
報
や
警
報

で
す
。
雨
の
降
り
方
が
激
し
い
と

感
じ
た
ら
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

気
象
情
報
に
注
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
補
正
予
算
案
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
〈
一
般
会
計
〉

▽
御
蔵
山
小
学
校
・
木
幡
小
学
校

　
木
幡
中
学
校
の
公
共
下
水
道
接

　
続
工
事
費
に
二
千
四
百
万
円

▽
東
宇
治
黄
奘
都
市
下
水
路
事
業

　
計
田
変
史
認
可
設
計
費
に
七
百

　
万
円

▽
財
務
＜
Ｋ
計
事
務
電
算
処
理
の
基

　
本
構
想
・
基
本
設
計
の
経
費
に

　
二
百
四
十
万
円

▽
長
期
債
の
借
換
の
経
費
と
し
て

　
三
億
六
百
六
万
八
千
円

　
大
雨
注
意
報
は
一
時
間
の
雨
量

が
お
お
村
石
二
十
φ
以
上
で
大
雨

に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
、
警
報
は
そ
れ
以
上
の
重
大
な

災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
令

さ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
一
時
間
の

雨
量
が
三
十
、
ｆ
以
上
の
時
は
、
バ

ヶ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
ラ
な

激
し
い
降
雨
状
能
石
な
り
未
了
。

　
こ
の
よ
ラ
な
自
然
の
猛
威
を
避

け
る
の
は
難
し
ぐ
、
そ
の
来
襲
を

完
ぺ
き
に
予
知
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
突
然
の
目
然
災
害
を
少

６月16日から

｢手芸とカメラの店マツモト｣へ

し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
の
心
掛
け
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

身
近
な
環
境
整
備
で

　
　
被
害
を
最
小
限
に

　
大
雨
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
身
近
に
出
来
る

環
境
整
備
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
側
溝
や
水
路
に
た
ま
っ
た
ゴ
ミ

ヤ
エ
砂
で
水
の
流
れ
が
妨
げ
β
れ

て
、
わ
ず
か
な
雨
で
も
水
が
あ
ふ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
雨
ど
い
や
排
水
管
に
木
の
葉
や

ゴ
ミ
が
つ
ま
っ
て
い
な
い
か
、
家

の
周
り
の
溝
な
ど
に
窄
き
カ
ン
、

紙
箱
、
ビ
于
‐
ル
、
ポ
リ
容
器
、

廃
材
、
土
砂
な
ど
が
つ
ま
っ
て
い

な
い
か
な
芦
干
分
ご
注
意
ぐ
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
ゴ
ミ
奎
側
溝
な
ど
に
捨

て
な
い
ぶ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
溝
掃
除
で
出
た

　
泥
・
ゴ
ミ
の
回
収

　
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
で
溝
掃

除
か
仔
っ
た
時
の
ゴ
ミ
や
土
砂
な

芦
ほ
、
市
が
回
収
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
側
溝
の
土
砂
牽
Λ
れ
る
プ

ラ
ス
チ
″
ク
製
容
器
を
無
料
で
お

貸
し
し
康
ｙ
。
溝
掃
除
客
恚
一

週
間
前
ま
で
に
、
市
役
所
清
掃
事

務
所
（
公
⑩
3
1
4
1
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
容
器
に
は
必
ず
新
聞
紙

忿
京
い
て
、
十
分
水
切
り
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ナ
イ
ロ
ン
袋
に
は
土

砂
金
入
れ
な
い
ぶ
つ
に
し
で
ぐ
だ

さ
い
。

　
便
槽
に
入
る
水

　
こ
ん
な
方
法
で
防
止
を

　
一
時
的
な
浸
水
で
も
、
く
み
取

り
式
便
所
へ
水
が
入
る
と
使
え
な

く
な
り
‘
手
。

　
く
み
取
り
口
が
横
ぶ
た
式
の
場

合
は
、
土
の
う
・
ナ
イ
ロ
ソ
昶
浸

水
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
マ
ン
ホ
ー

ル
式
の
場
合
は
、
ふ
た
を
ナ
イ
ロ

ン
な
ど
ボ
を
通
し
に
く
い
も
の
で

覆
い
、
重
し
な
芦
を
置
い
て
密
閉

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
収
集
日
に
は
使
用
し
た

土
の
う
・
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
は
取
り

除
き
、
く
み
取
り
作
業
に
支
障
が

な
い
状
態
に
し
て
お
い
て
ぐ
だ
さ

い
。
　
く
み
取
り
ロ
が
周
囲
の
地
面
よ

ひ
低
い
場
合
な
ど
各
家
庭
に
５
じ

m
水
防
止
方
法
や
、
破
損
し
た

ふ
た
の
修
繕
方
法
な
戸
諦
し
ぐ
は
、

城
南
衛
生
管
理
組
合
業
務
課
（
豊

0
7
5
6
3
1
5
1
7
1
）
ま
で
お
問

毀
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

　
木
幡
御
園
の
市
役
所
連
絡
所

　
「
岩
田
書
店
」
は
。
六
月
土
〈

日
か
ら
、
「
手
芸
と
カ
メ
ラ
の
店

マ
ツ
モ
ト
」
に
罪
幻
り
ま
す
。

　
　
「
手
芸
と
カ
メ
ラ
の
店
マ
ツ

モ
ト
」
は
、
御
蔵
山
商
店
街
の

中
程
に
あ
り
、
定
休
日
は
毎
月

第
３
日
・
月
曜
日
で
す
。

　
住
民
票
、
戸
籍
謄
・
抄
本
、

身
分
証
明
書
、
母
子
健
墨
画

な
ど
は
、
市
役
所
連
絡
所
か
莉

用
し
て
交
付
か
受
け
る
こ
と
が

出
来
未
丁
。
市
役
所
連
絡
所
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
市

役
所
市
民
課
（
a
c
0
3
3
0
）

へ
。
　
　
　
　
　
（
市
民
課
）

手¥ぶ7r店5alMllli店街）毎月第3日-月・定休

言レソ

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
▽
と
　
き
・
：
６
月
1
9
日
吻
午
後
１
時
半

　
▽
と
こ
ろ
・
：
市
職
員
会
館
第
一
会
議
室

市民参加の第九を合唱団員募集
　
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

開
館
三
周
年
を
記
念
し
て
、
十

一
月
八
日
に
、
管
弦
楽
京
都
市

交
響
楽
団
（
伊
吹
新
一
指
揮
）

と
、
市
民
参
加
に
よ
る
ベ
ー
ト

ｷ▽｢mM.＼iiレ

●･
市
役
所

連
絡
所

設　置　場　所 & 置店名 休業日

木幡内畑（京阪木幡Si西50m) ジンノ書店 日曜日

五ヶ庄芝^東(宇治小学校前) 黄　柴　薬　局 定休なし

棋島町南罵合(12の通')) あ　た　り　や 木曜日
小介町西m(近鉄小倉駅前) カメラのうさぎ堂 金XI日

伊外田町遊田(西宇ifi高校西側)小山増泉堂 定休なし

Elf町茶崖裏(iS鉄大久保駅家嘱)
フイーﾘングショ,ﾌﾟあらきa 曜日

羽拍f町(大間マーケツロ 松下時It 店 水曜日

　
七
月
五
日
告
示
、
七
月
十
二
日
に
執

行
予
定
の
農
業
委
貝
会
委
貝
選
挙
立
候

補
予
定
者
に
対
す
る
説
明
会
を
、
開
催

し
ま
す
。

　
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、

必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
宇
治
市
選
挙
管
理
委
貝
会

ベ
ン
の
第
九
交
響
曲
の
演
奏
会

を
開
き
未
了
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
演
奏
会
で
一

緒
に
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
合
唱

団
員
を
募
集
し
未
ｆ
ｙ
。

　
▼
募
集
人
数
…
3
0
0
人
▼
５
募

資
格
・
：
高
校
生
以
上
で
市
内
ま

た
は
近
隣
に
居
住
し
練
習
に
参

加
出
来
る
人
（
初
心
者
歓
迎
）

▼
結
団
式
…
６
月
2
4
日
出
、
午

後
６
時
か
ら
受
け
付
け
▼
練
習

日
・
・
・
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時

～
９
時
▼
結
団
式
・
練
習
場
所

…
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
保

育
室
有
り
）
▼
指
導
・
：
伊
吹

新
一
さ
ん
外
▼
入
団
費
・
・
・
三
千

円
（
学
生
は
千
五
百
円
）
▼
主

催
・
：
宇
治
市
第
九
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
、
宇
治
市
、
宇
治

市
教
育
委
員
会
▼
申
し
込
み
・

問
監
Ｂ
せ
・
：
６
月
2
4
日
（
当

日
受
け
付
け
可
）
ま
で
に
、
宇

治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
折
居
台

一
丁
目
―
、
豊
⑩
2
1
1
1
）

へ
、
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）
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木幡御園の市役所連絡所が変わります

雨期に備えて６月定例

市議会



適
正
な
医
療
費
で
国
保
の
健
全
化
を

　
本
市
の
六
十
一
年
度
国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
国
庫
支
出
金
の
増
額
、
保
険
料

収
納
率
の
向
上
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の
強
化
な
ど
で
単
年
度
約
四
千
万
円
の
黒
字
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
歳
出
の
大
部
分
を
占
め
る
医
療
費
は
高
騰
を
続

け
、
ま
だ
三
億
六
千
万
円
の
累
積
赤
字
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
国
保
財
政
の

健
全
化
に
向
け
、
医
療
費
の
適
正
化
を
始
め
と
し
た
取
り
組
み
を
な
お
一
層
行
い

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

6
1
年
度
末
で

3
億
6
千
万
円
の
累
積
赤
字

　
本
市
の
昭
和
六
十
一
年
度
の
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
当

初
、
単
年
度
で
大
幅
な
赤
字
か
出

る
見
込
み
で
し
た
が
ぶ
鼠
支
出

金
の
増
額
、
保
険
料
収
納
率
の
向

上
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の
強
化
な
ど

医
療
費
適
正
化
対
策
に
よ
り
、
単

年
度
約
四
千
万
円
程
度
の
墨
寛

込
み
と
な
り
奔
し
た
。

　
し
か
し
、
歳
出
の
大
部
分
を
占

め
る
医
療
費
の
伸
び
は
、
六
十
年

度
の
伸
び
（
対
前
年
度
こ
Ｉ
・
一

四
％
）
を
下
回
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
Ｉ
〇
・
二
七
％
と
二
桁
台

の
伸
ぴ
舎
ふ
し
て
い
毒
了
。

　
Ｌ
妬
も
、
六
十
二
年
度
に
つ
い

て
は
、
限
度
額
引
章
上
げ
を
含
む

保
険
料
率
改
正
を
行
な
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
三
億
六
千

万
円
の
累
積
赤
字
が
残
っ
て
い
ま

す
。
　
し
た
が
っ
て
、
医
療
費
の
適
正

化
と
収
納
率
の
向
上
を
二
本
柱
と

し
た
、
な
お
一
層
の
厳
し
い
事
業

運
営
夕
謡
一
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

季
］
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
未
了
。

財
政
健
全
化
へ
の

　
　
取
り
組
み
を
展
開

　
現
在
、
六
十
一
年
度
の
国
保
心
一

計
の
決
算
見
込
み
に
つ
い
て
、
概

算
で
、
歳
入
総
額
約
五
十
億
二
千

万
円
、
歳
出
総
額
約
五
十
三
億
八

千
万
円
、
差
し
引
庶
竺
億
六
千

万
円
の
赤
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
中
に
は
、
五
土
八
年
度
か

ら
累
積
し
た
六
十
年
度
末
赤
字
分

約
四
億
円
を
含
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
前
年
度
累
積
赤
字
額
か
ら
、
本

年
度
累
積
赤
字
見
込
み
管
喪
し

引
い
た
差
が
、
単
年
度
収
支
と
な

り
ま
す
。

　
’
巡
か
っ
て
、
六
十
一
年
度
は
、

約
四
千
万
円
の
単
年
度
黒
字
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
収
支
が
好
転
し
た

要
因
と
し
て
は
、
次
の
ぷ
７
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
六
十
一
年
度
か
ら
レ
セ
プ
ト
内

　
容
点
検
の
専
任
職
員
を
配
ほ
し

　
内
容
点
検
の
充
実
に
努
め
た
こ

　
と
．

②
医
療
費
通
知
の
内
容
充
実
．
及

　
び
昨
年
三
月
市
議
会
で
採
択
さ

　
れ
た
「
病
床
数
を
こ
れ
以
上
増

　
や
さ
な
い
要
望
書
」
夕
踏
ま
え
．

　
地
元
医
師
会
や
関
係
機
関
と
の

　
協
力
連
携
夕
深
め
た
こ
と
な
ど

　
に
よ
り
、
保
険
者
負
担
ベ
ー
ス

　
で
約
七
千
万
円
の
医
療
費
抑
制

　
効
果
（
医
療
費
の
伸
び
マ
イ
ナ

　
ス
ニ
・
八
三
％
に
相
当
）
を
あ

　
げ
た
こ
と
。

③
老
健
法
の
改
正
に
よ
り
、
老
人

　
保
健
拠
出
金
が
軽
減
さ
れ
た
こ

　
と
。

④
保
険
料
収
納
率
向
上
の
た
め
の

　
積
極
的
な
取
ひ
組
み
。

⑤
保
険
料
賦
課
限
度
額
を
、
三
十

　
五
万
円
か
ら
三
十
七
万
円
に
引

　
｀
置
げ
た
こ
と
。

⑥
一
般
会
計
繰
入
金
欠
前
年
度

　
に
引
き
続
き
積
み
上
げ
措
置
し

　
た
こ
と
。

⑦
公
債
費
の
減
少
。

⑧
国
庫
支
出
金
の
増
額
。
一
連
の

　
市
及
び
関
係
機
関
の
取
り
込
み

　
が
、
国
（
厚
生
省
）
で
高
く
評

　
価
さ
れ
、
財
政
調
整
交
付
金
の

　
大
幅
な
増
額
措
置
が
と
ら
れ
た

　
こ
と
。6

1
年
度
の

医
療
費
の
動
向

　
〈
老
健
分
医
療
費
〉

　
六
十
一
年
度
医
療
費
の
特
徴
は
、

老
健
分
費
用
額
が
全
体
竺
三
・

六
％
伸
び
て
い
ま
こ
表
３
）
。

　
一
方
、
一
人
当
た
り
分
で
は
、

五
・
〇
七
％
し
か
伸
び
て
い
ま
せ

ん
（
表
１
）
。

〈表2〉国保加入者の伸び率と構成比率

61年度/60年度
構　成　比

60年度 61年度

若人分 99.21％ 79.16％ 77.43％

退職分 112.16％ 9.11％ 10.07％

老健分 108.13％ 11.73％ 12.50％

合計 101.44％ 100％ 100％

　
こ
の
こ
と
は
国
保
加
入
者
の
内
、

老
健
対
象
者
が
年
間
八
％
増
え
て

い
る
か
ら
で
す
。
一
人
当
た
り
入

院
分
の
伸
ひ
率
が
低
下
傾
向
に
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ふ
床
と
し

て
老
健
医
療
費
は
今
俵
も
増
え
続

く
こ
と
奮
ｙ
し
て
い
毒
了
。

　
〈
老
健
以
外
分
医
療
費
〉

　
退
職
者
分
の
一
人
当
た
り
医
療

費
は
、
全
体
で
マ
イ
ナ
ス
約
一
〇

％
と
落
ち
込
ん
で
い
る
も
の
の
。

対
象
数
の
伸
び
が
杢
７
、
老
健

分
と
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
（
表

２
）
。

　
ま
た
、
若
人
分
は
国
保
加
入
者

に
占
め
る
割
合
が
低
下
傾
向
忿
ボ

し
て
い
ま
す
（
表
２
）
が
、
入

院
分
の
伸
び
が
著
１
　
Ｉ
、
退
職
者

分
と
併
せ
た
老
健
以
外
分
の
伸
び

を
底
上
げ
ず
る
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

〈表3〉

　61年度国保医療賢の対前年度伸び率

医療項目 伸　び　半

老

健

分

入　　院 111.13％

入　院　外 117.83％

歯　　科 115.44％

療養の綸付 113.60％

昨
略

以忠
昭

分忿

入　　院 106.35％

入　院　外 110.21％

歯　　糾 101.63％

療養の綸付 107.61％

国保総医療費 110.27％･

6
2
年
度
予
算

総
額
五
十
億
円
を
超
え
る

　
六
十
二
年
度
の
国
保
会
計
の
歳

入
・
歳
出
の
予
算
総
額
は
、
五
十

億
三
千
七
百
七
十
九
万
一
千
円
と

な
っ
て
い
ま
ず
（
左
下
図
）
。
こ
れ

は
、
対
前
年
度
当
初
対
比
二
・
七

八
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

　
歳
入
で
は
、
国
保
事
業
運
営
の

土
台
と
な
る
保
険
料
、
国
庫
支
出

金
の
割
合
が
高
く
、
併
せ
て
八
五

％
舎
｀
凡
て
い
卓
子
。
こ
の
こ
と

は
自
主
財
源
と
し
て
の
保
険
料
の

納
付
が
い
か
に
大
切
か
舎
不
し
て

い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
医
療
費
関
係
経
費

が
総
額
の
九
六
・
云
刄
占
め
て

い
未
丁
。

　
ま
た
、
保
健
活
動
の
充
実
・
医

療
費
適
正
化
対
策
経
費
と
し
て
人

〈表1〉

　60 ・61年度１人当り医療費の比較

医療項目60年度w 61年度(B) (B)/(A)
×100
60年度全
国平均(C)

(A)/(C)
×100

老

健

分

入　　院　　　円431,479　　　円443,539 102.80　　　円272,388 158.41

入院外 245,206267,234 108.98 188,502 130.08

歯　　科 15,243 16,276 106.78 12,950 117.71

療養の綸付 693,441 728,607 105.07 494,169 140.32

老

健

以

外

分

若

人

分

入　　院 39,832 45,014 113.01 40,153 100.81

入院外 45,071 49,874 110.66 41,338 109.03

歯　　科 11,384 11,629 102.15 12,326 92.36

療養の拾付 96,640 105,872 110.59 96,692 99.95

退

職

者

分

入　　院131,547106,930 81.29 95,807 137.30

入院外 116,466115,919 99.53 100,167 116.27

歯　　科 20,607 18,921 91.82 18,009 114.43

療養の給付 269,716243,049 90.11 221,084 122.00

間
ド
ッ
ク
検
診
料
補
助
な
ど
一
千

六
百
九
万
八
千
円
夕
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
確
保
し
、
有

効
に
活
用
し
、
み
な
’
兄
の
健
康

維
持
と
治
療
に
役
立
て
る
た
め
、

一般会計繰入金

1憶4,418万3千円(1.9％)

※療養の給付は（入院一入院外・歯科）と薬剤の合計

62年度国民健康保険特別会計予算

　　(総額50億3,779万1千円)

　　　　　　退職者医療療養綸付費交付金

　　　　　　S億3.624万7千円(10.6％)

人間ドック、レセプト点検

その他I億9,158万5千円(3.8％)

〈表4〉62年度保険料率

所　得　割 9.2/100

均　等　割 14,900円

平　等　割 25.400円

賦課限度額 3 7万円

保
険
料
の
納
期
内
納
付
と
医
療
費

節
減
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
禾
す
。

　
保
険
料
率
は
据
え
置
き

　
六
十
二
年
度
の
保
険
料
率
は
、

す
べ
て
前
年
度
据
え
置
き
と
な
っ

て
い
ま
ず
（
表
４
）
。

　
た
だ
し
、
前
年
度
の
所
得
や
家

族
数
な
ど
が
奪
れ
ぱ
、
保
険
料
は

増
減
し
ま
ず
。

　
な
お
、
六
十
二
年
度
の
保
険
料

通
知
書
は
、
六
月
二
十
日
ご
ろ
に

郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。
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健
康
づ
く
り
は
休
養
か
ら

1

1

1

1

1

た
め
に
生
じ
る
疲
労
か
ら
。
今
回
は
、
栄
養
や
運
動

ｓ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

と
並
ん
で

Ｉ
－
―
―
―
ｌ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

休
養
の
大

ｓ
Ｉ
Ｉ
1
1
1
1
1
1
1
1
1

i切E健ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ａ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
自
－
―
―
ｌ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
自
1
1
1
1
1
ｓ
１
１
１

康
を
支
え
る
三
本
柱
の
一
つ
で
あ
る
、

ｓ
ｓ
Ｉ
Ｉ
ｓ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
－
―
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｓ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
‐
Ｉ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ

さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｉ
Ｉ
自
1
1
1
1
1
自
ｓ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｓ
－
Ｉ
ｓ
Ｉ
ｌ
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｓ
Ｉ
Ｉ
１
１

人
生
は
長
距
離
レ
ー
ス

　
常
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て

　
人
の
一
生
は
、
よ
く
長
距
離
レ

ー
ス
に
例
え
ら
れ
ま
ず
。
長
丁
殤

金
歩
抜
く
に
は
、
適
切
な
ペ
ー

ス
配
分
が
必
要
。
短
距
離
走
者
の

よ
シ
な
走
り
方
で
は
、
す
ぐ
瞑
れ

て
し
ま
い
未
７
．
そ
し
て
、
そ
の

ま
ま
走
り
続
け
る
と
、
つ
い
に
は

m
に
な
っ
て
し
ま
い
‘
’
ヂ
。

　
　
　
　
　
疲
労
は
、
体
が
休
養

　
　
　
　
m
め
る
警
盛

　
　
　
　
私
た
ち
は
こ
の
信
号
を

　
　
　
　
正
ト
り
く
キ
ャ
″
チ
し
て
、

十
分
な
休
養
を
取
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
庫
れ
た
ら
適
切
に
休

む
。
こ
の
リ
ズ
ム
が
肝
要
で
す
。

　
疲
労
は
、
肉
体
的
疲
労
と
精
神

的
疲
労
。
ま
た
急
性
疲
労
と
慢
性

疲
労
に
大
別
出
来
ま
ず
。
休
養
と

は
、
基
本
的
に
は
心
と
体
奮
休
ま

せ
る
こ
と
で
す
が
、
一
つ
の
方
法

だ
け
や
、
た
だ
じ
っ
と
し
て
い
る

だ
け
で
は
効
果
が
よ
が
り
ま
せ
ん
。

食
事
や
睡
眠
な
ど
で
消
耗
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
。
補
炉
じ
た
り
、

心
だ
け
が
収
れ
て
精
神
疲
労
の
状

態
に
陥
っ
た
時
に
は
、
適
切
な
運

動
で
精
神
疲
労
か
ら
肉
体
疲
労
へ

と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
。
転
蓼
を

行
８
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
ｙ
つ
に
上
手
に
休
養
夕
ど

れ
ば
、
心
身
は
リ
フ
レ
″
シ
ュ
し

て
、
再
び
活
力
が
み
な
ぎ
っ
て
来

車
ｙ
。
人
生
は
長
丁
場
。
休
養
を

う
ま
く
と
今
人
は
、
人
生
を
豊
か

に
過
ご
せ
る
人
と
言
っ
て
も
、
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
疲
労
の
蓄
積
は
、
病
気
の
も
と
。

四
十
歳
鷺
習
簒
こ
ろ
か
ら
ｙ
心
筋

梗
塞
な
ど
、
各
種
の
成
人
病
や
ガ

ン
が
急
増
し
て
い
未
了
。
働
き
盛

り
の
中
年
は
特
に
、
疲
労
の
蓄
積

が
取
昨
迫
し
の
つ
か
な
い
事
態
を

引
改
起
こ
す
と
い
う
こ
と
曳
肝

に
命
じ
て
お
孝
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

規
則
正
し
い
忠
洒
で
、
心
と
体
に

常
に
ゆ
と
り
蚕
痔
た
せ
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

睡
眠

　
疲
労
回
復
に
は
、
何
よ
ｓ
v
≪
≪

分
な
睡
眠
が
大
切
。
睡
眠
中
に
は
、

新
陳
代
謝
に
よ
っ
て
疲
労
物
質
が

除
か
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
え
ら

れ
未
了
。
そ
し
て
、
眠
り
に
は
浅

い
眠
り
の
レ
ム
睡
眠
（
体
の
眠
り
）

と
、
深
い
眠
り
の
ノ
ン
レ
ム
睡
眠

　
（
脳
の
眠
り
）
が
あ
り
ま
ｙ
。
レ
ム

睡
眠
で
は
肉
体
的
疲
労
が
、
ノ
ン

レ
ム
睡
眠
で
は
精
神
的
疲
労
が
取

れ
る
と
言
わ
れ
ホ
チ
。

　
正
常
な
人
の
眠
り
は
、
こ
の
二

つ
の
眠
び
が
一
晩
に
四
～
五
回
繰

り
返
芦
堅
チ
。
睡
眠
は
眠
り
始

め
の
２
１
３
時
間
が
最
も
深
ぐ
、

更
に
就
寝
時
間
が
規
則
的
で
あ
る

程
、
深
ぐ
な
る
ぷ
ヌ
タ
。

　
体
の
機
能
活
動
が
最
も
低
下
す

る
の
は
、
夜
中
の
Ｏ
時
か
ら
朝
の

四
時
ご
ろ
に
か
け
て
。
だ
か
ら
睡

眠
は
、
こ
の
四
時
開
か
狭
ん
だ
八

時
間
－
つ
ま
り
、
大
体
夜
の
十
時

９
ぶ
ら
、
朝
六
時
ご
ろ
ま
で
が

最
も
効
果
的
と
い
え
ま
ず
。

入
浴

入
浴
は
疲
労
を
回
復
し
、
気
分

★女★★★女女女

ｊ
１
碩

転
換
に
も
な
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
解

消
に
役
立
ち
ま
ず
。
し
か
し
、
食

後
ｔ
ぐ
の
入
浴
は
胃
の
消
化
力
を

低
下
さ
せ
ま
ｙ
。
ま
た
、
血
圧
の

高
い
人
が
熱
い
湯
に
入
る
の
は
、

危
険
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ

　
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

　
複
雑
な
ス
ト
レ
ス
は
、
心
や
体

に
強
い
疲
労
か
石
た
ら
し
ま
す
。

睡
眠
や
入
浴
″
ぽ
で
は
、
な
か
な

か
回
復
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
場
合
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
気
分
の
転

換
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
日
常
の
煩

わ
し
さ
名
石
、
適
度
に
体
奎
｀

か
す
こ
と
で
、
清
新
な
意
欲
が
み

な
ぎ
っ
て
来
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
や
抱
行
、
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
、
積
極
的
に
人
と
の
つ
な

が
亀
務
つ
も
の
、
ま
応
墨
鑑

賞
や
絵
画
、
日
曜
大
工
や
囲
碁
・

将
棋
な
μ
個
人
型
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。

自
分
の
趣
味
に
合
っ
た
も
の
夕
見

つ
け
て
、
積
極
的
な
忠
恕
嘉
く

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

737

健康づくりのページ

一
般
健
康
診
査
実
施
中

子
宮
ガ
ン
検
診
受
け
付
け
中

手軽に出来るストレス解消手軽に出来驀ストレス解消

　手軽に出来るストレス解消法の１つに、ドイツの精神

医学者が催眠をもとに開発した自律訓練法があります。

と温　な　　　　　　　　　　　　　　3 2　１

りIS 最が以しミ臍繰規をに　な. (A　ヽヽ外ヽ自
ｓへ初6 i二いａ整り則集｀回が重８訓姿n 環・

す進は　｀の･
a ; 返正<P 。にらた肢緩勢の境律

゜み１そ公　か楽ししさ暖行｀い重　: mを訓
　ま日の式　暖＼zなくせかなS - IS　図激整

　す1
さを　か呼が脈るいうくと練　のをえ練

　・S o 'in　い吸6打・’・感心習　よ遮る法
　fl p ^の　　゜し意つ９とＢじのＥ　うHi ■

　後回感中　ｒて識て心暗0 る中利　なす誰’

　に練11で　宙いをい戮示肢のでき　姿るも
　取習　繰　部る集る調を温を繰腕　勢°い

　りし弓り　冷・中と整か!S待りに　を　な
　消｀む返　Si (Eさ心:け練つ返意　と　い
　し重のし　Si

cせの心な習゜し識　る　静

　の感を暗　習部る中戮il ■.同暗を　　゜　か
　ポガ待示　リ

　｜出５を　額際　Bg If ｀足にを中　　　場
　ズた5 か　か練８示か意をi かさ　　　所

　をら罵け　涼習吸を1こ諏順ヽけe　　　てで

　　・､、　　ヽ門ぐ

鴫

s

　　m，　S諧忿T;回)ｒ否ご幄)

　　一　　　　まず目を筒き.こぷし　つき出す.この動作を回　　　iii　を絢に臨てる.　　2-3回繰り返す．

ふ拶

　　　　酉　馬

背if:れのない栂子　冑もたれのある栂子
ニご

凛回

ｈヽＭＭ箆･四声誂

脱衣だるい根気が
ない目枚がする

あなたは疲れていませんか
疲労は病気への警戒信号

過
労
死
を
防
ぐ
　
自
己
新

診
断
2
1
の
ポ
イ
ン
ト

過労のタイプに応じた入浴法
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21日・伊勢田小学校

　
健
硯
つ
く
り
に
ス
ポ
ー
ツ
欠

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
６
月
1
4
日

間
＝
横
島
小
学
校
、
2
1
日
面
＝
伊

勢
田
小
学
校
（
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
正
午
）
▼
対
象
・
・
・
高
齢
者
▼

内
容
…
健
康
づ
く
り
体
操
、
レ
ク

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
野
球
と
の

大
き
な
違
い
の
一
つ
は
、
投
手

の
投
球
法
。
今
回
は
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
　
投
手
の
投
球
法

　
水
子
投
手
は
、
投
球
前
に
投

手
板
を
両
足
で
踏
み
、
フ
ァ
ー

ス
ト
ベ
ー
ス
と
サ
ー
ド
ベ
ー
ス

を
結
ぶ
線
に
画
屑
を
合
わ
せ
ま

す
。
そ
し
て
、
体
の
前
で
ボ
ー

ル
を
両
手
で
持
ち
、
バ
″
タ
ー

に
面
し
て
完
全
に
停
止
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
図
１
）
。
こ

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
▼
参
加
費

・
：
無
料
▼
申
し
込
み
：
当
日
、
直

接
会
場
へ
▼
持
言
Ｔ
上
靴
。

　
小
学
生

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
2
7
日
出
～
７
月

1
9
日
間
の
土
・
日
曜
日
。
い
ず
れ

も
午
後
５
時
～
７
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・

伊
勢
田
小
学
校
▼
対
象
：
小
学
校

５
・
６
年
生
▼
定
員
…
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申
し

込
み
・
：
電
話
で
市
民
体
育
課
へ
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
▼
と
き
・
：
６
月
2
1
日
間
、
午
前

９
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
毎
道
第

二
小
学
校
体
育
館
、
運
動
場
▼
内

容
…
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
バ
ド
ミ
ン

の
姿
勢
は
、
投
球
を
始
め
る
ま

で
に
、
一
秒
か
ら
十
秒
間
持
続

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
投
球
モ
ー
シ
ョ
ン
の
代
表
的

な
も
の
に
は
、
次
の
三
通
り
が

あ
り
ま
す
。

　
〔
ス
リ
ン
グ
シ
ョ
ツ
ト
ー
モ
ー

シ
ョ
ン
（
２
）
〕

ト
ン
、
卓
球
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
▼
参
加
費

…
無
料
▼
準
備
品
：
上
靴
（
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
の
み
）
▼
申
し
込
み
・
当

日
、
直
接
会
場
へ
。

　
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ

　
▼
と
き
・
：
７
月
2
5
日
出
～
2
6

日
旧
（
小
雨
決
行
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・

炭
山
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
…
市
内
在
住
の
小
学
校
４
～

６
年
生
▼
定
員
…
5
0
人
（
先
着

順
）
▼
参
加
費
・
・
・
三
千
円
（
説
明

会
で
集
め
ま
す
）
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
す
：
市
民
体
育
課
へ

電
話
で
▼
親
子
合
同
説
明
会
・
：

７
月
1
2
日
間
、
午
前
９
時
半
ト

正
午
、
中
央
公
民
館
▼
主
催
…

宇
治
市
野
外
活
動
協
会
。

　
府
立
学
校

　
体
育
施
設
の
開
放

府立学校体育施設の開放日

　
昭
和
六
十
二
年
度
府
立
学
校
体

育
施
設
の
開
放
予
定
日
で
す
。

　
▼
七
亨
と
こ
ろ
…
右
下
表
の

学校名 施　設 開　　放　　日

城南高校雲R6165

屋外運動場 6/21、7/26,8/30, 9/27, 10/25、U/1、H/22.11/29,
（予侑日は12/13,63￥3/6,3/13）　　　　12/6

屋外バレーボ
－ルコート 6/21. 7/26. 8/30、9/27,10/25、U/l, 11/22.11/29,

（予備日は12/13.63年3/6,3/13)　　　　　12/6

東宇治高校

霖R6390

屋外運動場 7/12,12/13,3/13
屋外

テニスコート 7/5, 8/9, 8/23, 10/25,12/6(予備日は63年3/27)

西宇治高校

0⑩5030

屋外運動場 7/5、7/12,12/6、I2/13(子備aは63年3/6)

屋外バレーボールコート 7/4、7/5、7/11、7/12.12/5、12/6、12/12,12/13
(予備日は3/6)

屋外

テニ刄コート 7/4, 7/5、7/U、7/12,8/14、8/15,8/15, 10/25,12/5 12/6 12/12 12/13(子備日は3/6)

　　■!･

唯

地域の郷土史講座

と
お
り
▼
利
用
出
来
る
団
体
…
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
目
的
と
し
て
、
1
0

人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
▼
利

用
手
続
き
・
：
①
開
放
校
の
学
校
開

放
運
営
委
員
会
に
登
録
申
請
か
提

出
し
て
登
録
②
学
校
開
放
運
営
委

員
会
に
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出

し
て
許
可
夕
受
け
る
▼
問
い
合
わ

市
民
体
育
の
お
知
ら
せ

市
民
体
育
課
・
電
話
2
2
3
1
4
1
3
1

Ｉ
シ
ョ
ン
（
図
４
）
〕

　
ボ
ー
ル
か
痔
っ
た
手
を
体
の

前
と
横
で
８
の
字
を
描
く
ぷ
コ

に
回
し
て
投
球
す
る
。

　
こ
の
三
タ
イ
プ
の
い
ず
れ
を

用
い
て
も
よ
い
の
で
す
が
、
異

る
投
球
モ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
合

わ
せ
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
・

投
球
法
は

　
下
手
投
げ
の
３
タ
イ
プ

　
ボ
ー
ル
聚
持
っ
た
手
を
Ｉ
度

後
ろ
へ
引
い
て
か
ら
投
球
す
る
。

　
〔
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
ー
モ
ー
シ
ョ

ン
（
図
３
）
〕

　
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
手
を
一
回

転
さ
せ
て
投
球
す
る
。

　
一
エ
イ
ト
ー
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ー
モ

予

　
ま
た
、
こ
の
三
タ
イ
プ
の
い

ず
れ
も
、
完
全
な
下
手
投
げ
で

あ
り
、
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
手
は

腰
に
接
す
る
よ
う
に
通
過
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
回
も

投
手
の
投
球
法
に
つ
い
て
、
お

話
し
し
ま
す
。
（
国
体
事
務
局
）

モーションスリングショフト
:　k4エイト・フィギュT，モーション

　地域の郷土史
講座くりくまの
　ルーツを探る

せ
・
：
各
学
校
へ
。

　
夏
期
特
別
水
泳
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
７
月
１
１
‥
一
日
出
～
８
月

2
8
日
出
▼
と
こ
ろ
・
：
伏
見
教
場
な

ど
▼
参
加
費
・
・
・
登
録
料
四
千
円
、

受
講
料
一
万
一
千
円
▼
甲
し
込
み

・
問
い
〈
Ｂ
せ
・
・
・
詳
し
ぐ
は
、
京

都
踏
水
会
水
泳
学
園
事
務
所
（
京

都
市
左
京
区
丸
太
町
通
新
道
東
入

ル
南
・
ａ
０
７
５
剛
1
2
7
5
）

へ
。
６
月
2
1
日
間
の
午
後
１
時
～

５
時
ま
で
伏
見
南
部
公
園
内
伏
見

教
場
で
出
張
受
け
付
け
あ
り
▼
主

催
・
・
・
踏
売
宋
泳
学
園
。

ドミル・モーション

菊
１
　
互

が
影

　
「
栗
隈
（
く
り
く
ま
）
野
、
栗

隈
山
」
の
名
で
「
名
木
川
」
と
共

に
、
万
葉
集
に
も
詠
次
れ
る
広

野
・
大
久
保
！
。
今
回
は
、
こ

の
地
域
と
周
辺
部
を
中
心
に
、

そ
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
学

フ
ヂ
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
の
と

お
り
。
い
ず
れ
も
午
後
Ｌ
時
半

Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
対
象
・
：
市
民
▼
定
員
・
：

3
0
人
▼
保
育
…
お
や
つ
代
二
百

五
十
円
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
：
広
野
公
民
館
（
豊
⑥
7

4
5
0
）
へ
。
（
広
野
公
民
館
）

お
知
ら
せ

　
う
ぶ
ご
え
教
室

　
▼
と
き
・
：
７
月
４
日
出
～
1
8
日

出
、
い
ず
れ
も
午
後
―
購
Ｔ
３

時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館
▼

対
象
・
：
妊
娠
後
期
（
妊
娠
５
ヵ
月
）

以
降
の
妊
婦
。
そ
の
夫
、
家
族
▼

定
員
…
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込

み
…
６
月
2
5
日
田
ま
で
に
小
倉
公

民
館
（
容
⑩
4
6
8
7
）
へ
電
話
か

来
館
で
。
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
盲
人
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

　
　
　
講
　
習
　
会

　
▼
と
き
…
７
月
２
日
出
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公

民
館
▼
内
容
・
・
・
一
人
歩
き
の
出
来

な
い
目
の
不
自
由
な
人
を
、
病
院

や
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
ヘ
ガ

うぷごえ教室の日程表

地域の郷土史講座の日程表

回 月　日 内　　　　容 講　師

１ 6/19吻
・開講式

・地名と地形の特徹
公民館職貝

府文化財保護指導
委貝

若原英弐さん

２ 6/26ぐ扮・交通と集落とのつながり

３ 7／3吻 ・地域の変貌

４ 7／9 ね ・産業の施策

５ 7/n吻 ・まとめ、話し合い 公民館職H

イ
ド
す
る
た
め
の
も
の
▼
対
象
・
：

2
0
歳
以
上
の
健
常
者
▼
申
し
込
み

・
：
６
月
3
0
日
㈹
ま
で
に
宇
治
地
方

振
興
局
（
豊
⑩
2
1
0
2
）
へ
▼
主

催
・
：
府
盲
Ｔ
ハ
協
会
宇
治
支
部
（
宇

治
市
盲
人
協
会
）
。
　
（
福
祉
課
）

　
手
足
・
目
が
不
自
由
な
人
の

　
巡
回
更
生
相
談

　
京
都
府
の
主
催
で
行
い
ま
ず
。

　
▼
と
き
…
６
月
2
2
日
卯
、
午
後

１
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
脱
獄

祉
会
館
▼
内
容
-
０
＊
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
や
再
交
付
に
必
要
な

診
断
（
申
請
に
は
印
鑑
と
顔
写
真

１
枚
〈
縦
４
ｍ
ｘ
横
３
ｍ
〉
が
必
要

っ
補
装
具
の
交
付
や
修
理
に
必
要

な
診
断
（
申
請
に
は
印
鑑
と
現
在

使
用
中
の
補
装
具
が
必
要
）
▼
相

談
・
：
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
福
祉

課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

回 )m
－ア　　ー　マ

講師

１ 7／4
　出

胎内から始まる子育て

　○｀｀生命誕生の神秘″（ビデオ）

　〇妊娠・出産に対する心構え

　　一妊娠中を明るく楽しく積砥的に－

　○妊娠ii半期に起こり易い異常と予防

聖

ノく

ル
ナ

ノく
助

産
婦

学
院

左

占‘

か

ず
子

さ
ん

２ 7/11
　田

積m的に取り組むお産

　○お産の生理･最近のお産‘μ情

　　と生肌技術の進歩

　○゛わたしのお産" （ビデオ）

　　一夫と共に取り組むお産一

　〇お産の準備:呼吸法･リラックス法

３ 7/18
　出

子供がもつ可能性を無限にひき出

　せる親をめぎして　〇新生児の生理・保育

　○母乳育児を楽しく
　Ｏ親としての役割・責任
　○座談会：フリートーキング

　
　
ご
か
し
ょ
う
ぉ
か
や
　
う
ぷ
す
な
が
み
　
こ
は

　
　
五
ヶ
庄
岡
屋
に
産
土
神
の
許
波

た
じ
λ
じ
ゃ
　
ら
ん
ざ
　
　
　
じ
も
と
　
Ｌ
ん
こ
う

多
神
社
が
鎮
座
し
。
地
元
の
信
仰

を
集
め
て
い
ま
す
。
元
は
今
の
場

所
か
ら
ず
っ
と
束
の
、
黄
璧
公
園

の
近
く
に
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治

に
な
っ
て
こ
こ
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
じ
人
じ
ゃ
　
　
む
か
Ｌ
　
や
″
。
。
！
だ
い
Å
４
う
じ
ん

　
　
こ
の
神
社
は
、
昔
は
柳
大
明
神

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
今
か
ら

　
　
　
　
せ
人
さ
ん
ソ
を
ね
ん
ま
え
　
て
ん
の
う
　
く
Ｉ
｀
い

お
よ
そ
千
三
百
年
前
、
天
皇
の
位

を
巡
っ
て
、
大
友
皇
子
と
大
海
人

お
う
じ
　
の
ら
　
て
λ
む
て
ん
の
う
　
あ
い
だ
’
あ
・
｀
そ

皇
子
（
後
の
天
武
天
皇
）
の
間
で
争

い
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

お
お
あ
ま
の
お
う
じ
　
お
お
っ
　
　
よ
し
の

大
海
人
皇
子
が
大
津
か
ら
吉
野
へ

向
か
う

途
中
．
こ
の
神
社
に
参
拝

⑩

う
し
　
り
ぎ
う
ぎ
　
し
　
　
　
い

牛
が
次
々
に
死
ん
で
行
き
ま
し
た
。

薬
を
飲
ま
せ
て
も
、
一
向
に
良
く

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
村
の
人
々

　
　
こ
の
え
の
ぷ
ひ
ろ
　
う
し
　
？
ぷ
う
ぎ
　
な
お

は
、
近
衛
信
尋
に
牛
の
病
気
を
治

し
て
欲
し
い
と
頼
み
ま
し
た
。
五

ヶ
庄
は
古
く
か
ら
近
衛
家
の
荘
園

（
領
地
）
で
、
別
荘
も
あ
り
、
近
衛

け
　
ふ
カ
　
カ
ガ

家
と
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
で
信
尋
は
。

　
　
憐
を
　
た
る
る
柳
の

　
　
　
　
　
神
な
ら
は

　
　
死
を
う
し
と
思
や
は
せ
ぬ

　
つ
ま
り
、
慈
悲
の
心
を
た
れ
く

　
　
　
　
や
な
１
だ
い
み
１
う
じ
人
　
　
Ｌ

だ
さ
る
柳
大
明
神
よ
、
死
ぬ
こ
と

牛の病気を治した　

お公家さん

ヅ納?紙しり　を　　　yi
しにませ

　｀書ヵ･せつ

　 ,

ﾀ ″

ケ

J ㎜ 　 ㎜ j

必＼;

な
い
と
は
、
お
思
い
に
な

ん
か
…
と
い
う
和
歌
を
懐

　
　
　
　
こ
は
た
じ
ん
じ
ゃ
　
ほ
う

い
て
、
許
波
多
神
社
に
奉

病
気
が
治
る
よ
う
に
祈
り

ま
し
た
。

　
皇
子
は
戦
争
に
勝
っ
て
、
天
皇

と
な
り
ま
し
た
。
柳
は
根
付
き
、

枝
が
茂
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
来
。
こ
の
付
近
を
柳

や
ま
　
じ
ん
じ
ゃ
　
ｙ
ｌ
だ
い
み
ぷ
う
じ
人
　
よ

山
、
神
社
を
柳
大
明
神
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ど
じ
だ
い
　
は
じ

　
　
と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
初
め

　
　
　
　
　
さ
ん
ソ
を
ご
じ
｀
う
り
ん
ま
え

（
お
よ
そ
三
百
五
十
年
前
）
、
こ
の

ら
　
う
し
　
フ
ー
う
き
　
だ
い
り
り
う
こ
う

地
で
牛
の
病
気
が
大
流
行
し
て
、

ま
し
た
。
す
る
と
、
ど
う
で
し
ょ

う
。
牛
の
病
気
は
た
ち
ま
ち
治
り

ひ
と
び
と
　
た
い
へ
ん
よ
ろ
Ｉ
・

人
々
は
大
変
喜
び
ま
し
た
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
　
う
っ
　
　
う
し

か
ら
は
、
こ
の
和
歌
を
写
し
て
牛

小
屋
の
屋
根
に
張
っ
た
り
丸
め
て

牛
に
の
ま
せ
た
り
す
る
と
、
病
気

に
な
ら
な
い
と
信
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
懐
紙
は
、

じ
ん
じ
や
　
た
い
せ
う
　
ほ

神
社
で
大
切
に
保

す
。

存r現y

さ在g
　
　
こ
は
た

も
許
波
多

れ
て
い
ま

　
れ
き
し
し
り
よ
う
か
ん

（
歴
史
資
料
館
）

738

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

6月14日・槙島小学校
高齢者スポーツ教室
21日・伊勢田小学校

国体
豆知識

競技の見方

ソフトボール
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